
　
市
で
は
、
昭
和
59
年
8
月
6
日
に

『
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
』を
宣
言
し
、

以
来
各
種
の
平
和
事
業
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
や
平
和
の
尊
さ

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
次
の
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

原
爆
パ
ネ
ル
展

期
間　

8
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬

会
場　

市
役
所
1
階
市
民
ホ
ー
ル

平
和
大
使
の
派
遣

　

市
内
の
中
学
生
を
長
崎
市
の
平
和

祈
念
式
典
に
派
遣
し
ま
す
。

期
間　

8
月
7
日
㈬
〜
10
日
㈯

平
和
祈
念
の
黙
と
う

　

原
爆
死
没
者
の
冥
福
と
世
界
恒
久

平
和
の
実
現
を
祈
念
し
て
、「
原
爆
の

日
」
に
各
消
防
署
・
出
張
所
で
一
斉

に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　

黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

　

▽
広
島
原
爆
の
日

　
　

8
月
6
日
㈫　

午
前
8
時
15
分

　

▽
長
崎
原
爆
の
日

　
　

8
月
9
日
㈮　

午
前
11
時
2
分

被
爆
体
験
者
講
演
会

　

広
島
の
被
爆
者
（
語
り
部
）
に
よ

る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
も
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
8
月
21
日
㈬

　

午
前　

凌
雲
中
学
校

　

午
後　

宇
賀
の
浦
中
学
校

▽
8
月
22
日
㈭

　

午
前　

臼
尻
中
学
校

　

午
後　

白
百
合
学
園
中
学
校

平
和
ビ
デ
オ
等
の
貸
出

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
な
ど
平
和
関
係

の
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
16
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
を
無
料
で
貸
出
し
て
い
ま
す
。

無
料
電
車
「
平
和
号
」
運
行

　
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
」

記
念
日
に
無
料
電
車
を
運
行
し
ま
す
。

車
内
に
は
原
爆
に
関
す
る
パ
ネ
ル
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。

運
行
日　

8
月
6
日
㈫
（
一
往
復
）

往
路　

湯
の
川
発　

午
前
10
時
40
分

復
路　

谷
地
頭
発　

午
前
11
時
27
分

お
問
合
せ　

総
務
課

　
　
　
　
　

☎
21
・
3
6
4
7

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
』
宣
言

市
で
は
、
昭
和
59
年
8
月
6
日
に

『
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
』を
宣
言
し
、

被
爆
体
験
者
講
演
会

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
推
進
事
業

世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
願
っ
て

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
推
進
事
業

平成25年  函館市功労者
市は毎年、公益事業などの発展に功績のあった方を「函館市功労者」として表彰しています。
今年の受賞者は2人で、市制施行記念日の8月1日に、市民会館で表彰式を行います。

　函館物産協会会長などとして、本市を中心とし
た地域産品の販路拡大に努め、その商圏の確立強
化を図るなど、地域産業の振興発展に貢献されま
した。
　また、一般社団法人函館国際観光コンベンショ
ン協会副会長などとして、観光の振興にも尽力さ
れました。

石
黒
　
義
男 

氏

い
し
ぐ
ろ　
　

 

よ
し 

お

　戸井漁業協同組合代表理事組合長などとして、
コンブ養殖施設の整備や前浜資源の適正な保護管
理などに取り組み、漁家経営の安定と組合経営の
基盤強化を図るなど、地域の水産業の振興発展に
貢献されました。
　また、戸井地域審議会委員などとして、地域の
発展と住民福祉の向上にも尽力されました。

森
　
　
　
祐 

氏

も
り　
　
　

      　

ひ
ろ
し　
　
　

公益事業功労者

し
ま
す
。
市
民
の

く
だ
さ
い
。

学
校

浦
中

学
校

学
園

貸
出

校中
学
校校

校園
中
学
校校

2 平成25年8月［市政はこだて］

kouhou
新規スタンプ

http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/peace/torikumi/index.htm

